














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































※東西 の偏 角は北 よ り西へ の角度、南北 は北か ら右回 りに測った角度 を指 す。







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表2京 南 辺 条 にお ける各坪 の東西 辺長











































※1空 白部 は計 測困難なため数値 を示 していない。





















































































































































































































































































































































































































































































































































図3京 南辺条条里地区の坪割 とその規格(『奈良県史』第4巻 条里制、P73所 収 「小字限図」より作成)
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 号 表 記 地区 史料名 所収
1 761
(天平宝字5年)











路東11橋 本田、路東12岡 本 田 路東 類従三代格巻15 国史大系(P445)
4 777
(宝亀8年)
路 東22条3山 部里9麻 生 田 ・8葛 野田、23条2耳 梨 里5画 工田、23条















(貞観12年) 平群 郡東条1平 群里13・14坪
平群郡 某郷長解写 平安遺文163
8 872







城上郡22条1千 代里21・22坪 城上郡 大神郷長解写 平安遺文178
11 922
(延喜22年)




広瀬郡15条3里 広瀬郡 信貴山寺資材帳写 平安 遺文4904
13 937
(承平7年)

















西16条5里7・8・17～20坪 、17条5里11～14・23・24坪 十市郡路西 太政官符案 平安遺文333
18 991
(正暦2年)
6条3里33坪 、7条3里10・12・22・27・25・34・35坪 添上郡 春日庄文書 大日本古文書
表310世 紀以前における大和国の土地関係史料
麻
生
田
一
町
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
こ
の
時
ま
で
に
は
確
定
し
て
い
た
、
と
す
る
。
ま
た
、
神
護
景
雲
元
年
(七
六
七
)
の
『太
政
官
符
』
(表
3
・
恥
3
)
は
、
条
里
呼
称
が
完
成
し
た
と
す
る
宝
亀
八
年
の
も
の
と
同
義
で
あ
る
の
か
ど
う
か
検
討
が
　お
　
必
要
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
太
政
官
符
に
は
、
「大
和
国
二
町
一
町
路
東
十
一
橋
本
田
。
一
町
路
東
十
二
岡
本
田
。
在
二
高
市
郡
高
市
里
□
古
寺
地
西
辺
一
」
と
あ
り
、
大
安
寺
金
堂
、
及
び
仏
像
の
修
理
に
高
市
郡
高
市
里
の
「橋
本
田
」
と
「
岡
本
田
」
の
二
町
を
用
い
る
と
し
た
勅
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
高
市
郡
で
は
、
一
一
・
一
二
「
条
」、
あ
る
い
は
「
里
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
数
詞
は
坪
に
対
応
す
る
数
詞
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
二
町
は
「古
寺
地
西
辺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
狭
い
範
囲
で
相
並
ん
だ
区
画
を
指
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
地
域
呼
称
は
「高
市
郡
高
市
里
」
の
よ
う
な
固
有
名
詞
に
よ
り
特
定
し
、
数
詞
の
条
・
里
に
相
当
す
る
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
同
史
料
中
の
摂
津
国
の
場
合
は
「
一
町
九
条
五
里
三
十
五
大
針
田
一
町
九
条
六
里
二
丈
針
田
」
と
い
う
よ
う
に
数
詞
に
よ
る
条
里
呼
称
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
護
景
雲
元
年
に
お
い
て
、
大
和
国
の
条
里
呼
称
は
完
全
な
形
と
し
て
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　　
　
こ
れ
以
前
の
史
料
は
、
天
平
宝
字
元
年
(七
六
一
)
『十
市
郡
司
解
申
立
売
買
地
券
』
(表
3
・
恥
1
)
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
和
国
に
お
け
る
数
詞
に
よ
る
条
里
呼
称
の
完
成
は
、
金
田
が
言
う
よ
う
に
、
遅
く
と
も
宝
亀
八
年
(七
七
七
)
で
あ
り
、
神
護
景
雲
元
年
(七
六
七
)
の
時
点
で
は
そ
の
完
成
の
過
渡
期
で
あ
る
か
、
部
分
的
に
ま
だ
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
最
も
早
く
地
域
を
固
有
の
名
称
で
示
す
も
の
が
　が
　
(1
)
天
平
宝
字
五
年
(七
六
一
)
閏
八
月
二
三
日
の
勅
(表
3
、
恥
2
)
京
南
田
四
十
町
右
奉
二
-
為
藤
原
皇
太
后
一。
毎
年
忌
日
講
二
-
説
梵
口
経
一口
。
永
入
二
山
階
寺
一。
大
和
国
京
南
辺
条
条
里
地
割
の
規
格
に
つ
い
て
一
六
一
一
六
二
京
南
田
十
町
右
奉
二
-
為
藤
原
皇
太
后
一
。
於
二
法
華
寺
浄
土
院
一。
自
二
忌
日
初
一逮
二
于
七
日
一。
毎
年
請
二
-
屈
浄
行
僧
十
人
一
。
礼
二
-
拝
阿
弥
陀
仏
一
口
。
永
入
二
山
階
寺
一
。
で
あ
る
。
こ
れ
は
条
里
呼
称
が
成
立
し
始
め
る
神
護
景
雲
元
年
(七
六
七
)
以
前
に
、
「路
東
」
の
他
に
見
ら
れ
る
唯
一
の
地
域
呼
称
で
あ
る
が
、
条
里
呼
称
的
な
数
詞
は
伴
っ
て
い
な
い
た
め
、
条
里
呼
称
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
大
和
国
に
お
い
て
最
初
に
用
い
ら
れ
た
条
里
の
地
域
呼
称
は
「
路
東
」
で
あ
り
(表
3
・
恥
3
)
、
平
城
京
造
以
前
か
ら
下
ツ
道
と
条
里
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
前
述
し
た
京
五
条
一
里
の
例
が
示
す
よ
う
に
「坪
」
に
対
応
す
る
数
詞
の
存
在
は
平
城
京
造
営
以
前
に
遡
り
得
る
こ
と
か
ら
、
七
世
紀
に
お
け
る
奈
良
盆
地
の
条
里
は
下
ツ
道
と
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
、
神
護
景
雲
元
年
の
よ
う
な
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
の
「京
南
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
場
所
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「京
南
」
は
「京
北
」
・
「京
東
」
な
ど
の
語
と
対
応
し
て
お
り
、
平
城
京
と
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
呼
称
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
「京
東
」
の
初
見
は
天
暦
五
年
(九
五
〇
)
『東
大
寺
封
戸
荘
園
並
寺
用
帳
』
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
も
以
前
は
「東
」
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
(貞
観
一
四
年
(八
七
二
)
『石
川
滝
雄
家
地
売
券
』、
表
3
・
恥
8
)。
「京
北
」
に
い
た
っ
て
は
、
八
～
九
世
紀
の
班
田
図
の
写
し
で
あ
り
、
=
二
世
　　
　
紀
頃
の
作
成
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
』
や
=
二
世
紀
末
頃
の
『西
大
寺
田
園
目
録
』
に
若
干
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
「京
南
」
は
「京
北
」
や
「京
東
」
に
比
べ
て
早
い
時
期
か
ら
用
い
ら
れ
、
そ
の
初
見
は
(1
)
天
平
宝
字
五
年
(七
六
一
)
の
勅
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
は
「
添
下
郡
京
南
二
条
一
里
一
七
林
田
」
(大
同
元
年
(八
〇
六
)
『大
和
国
添
下
郡
司
解
』、
表
3
・
恥
5
)
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
五
世
紀
ま
で
の
史
料
が
示
す
「京
南
」
の
範
囲
は
路
東
が
六
条
、
路
西
が
八
条
　　
　
ま
で
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
添
上
・
添
下
郡
の
範
囲
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
条
里
呼
称
と
し
て
の
「京
南
」
は
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
頃
に
使
い
始
め
ら
れ
、
平
城
京
域
以
南
の
添
上
・
添
下
両
郡
を
指
し
た
呼
称
で
あ
っ
た
。
八
世
紀
初
頭
に
添
上
・
添
下
郡
の
一
部
に
平
城
京
が
造
営
さ
れ
た
た
め
、
平
城
京
域
を
中
心
と
し
た
「京
東
」
・
「京
南
」
・
「京
北
」
と
い
う
条
里
呼
称
が
発
生
し
た
。
「京
東
」
条
里
は
添
上
郡
北
半
部
、
「
京
北
」
条
里
は
添
下
郡
北
端
部
に
占
地
し
(図
1
)
、
「京
南
」
条
里
も
ま
た
添
上
・
添
下
郡
域
南
端
ま
で
の
範
囲
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
条
里
地
区
は
添
上
・
添
下
郡
に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
郡
単
位
で
の
統
一
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
全
国
的
に
条
里
が
郡
ご
と
に
施
行
さ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
こ
と
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
史
料
が
示
す
京
南
の
範
囲
は
添
上
・
添
下
郡
城
南
端
の
境
界
線
ま
で
の
範
囲
と
同
じ
で
あ
り
、
平
城
京
周
辺
の
京
東
・
京
南
・
京
北
条
里
は
両
郡
内
に
施
行
さ
れ
て
い
た
条
里
に
付
け
ら
れ
た
呼
称
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
条
里
は
条
坊
の
設
置
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
平
城
京
と
い
う
特
殊
な
条
件
を
除
く
と
、
こ
の
地
域
に
は
添
上
郡
条
里
・
添
下
郡
条
里
と
い
う
べ
き
郡
単
位
で
施
行
さ
れ
た
条
里
地
割
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
節
京
南
辺
条
の
条
里
呼
称
史
料
上
の
認
識
に
お
い
て
、
平
城
京
造
営
以
前
の
奈
良
盆
地
北
部
に
は
添
上
郡
条
里
・
添
下
郡
条
里
と
い
う
べ
き
条
里
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
の
京
南
辺
条
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
、
こ
の
連
続
し
た
地
割
を
乱
す
空
間
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。
大
同
元
年
(八
〇
六
)
か
ら
一
五
世
紀
ま
で
の
史
料
に
記
載
さ
れ
る
「
京
南
」
の
範
囲
は
添
上
・
添
下
郡
の
郡
境
と
一
致
し
、
条
里
呼
称
と
し
て
の
「
京
南
」
は
添
上
・
添
下
両
郡
を
示
し
た
呼
称
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
に
も
と
づ
け
ば
、
京
南
辺
条
は
平
城
京
の
南
に
隣
接
し
て
い
た
た
め
、
「京
南
」
と
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
(1
)
の
「京
南
田
十
町
・
大
和
国
京
南
辺
条
条
里
地
割
の
規
格
に
つ
い
て
一
六
三
一
六
四
四
十
町
L
は
そ
れ
ぞ
れ
京
南
辺
条
二
里
と
三
里
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
天
平
宝
字
五
年
(七
六
一
)
の
京
南
辺
条
は
「京
南
」
で
あ
っ
た
。し
か
し
、
条
里
呼
称
が
完
成
し
た
後
の
九
世
紀
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
「京
南
」
は
「～
条
～
里
～
田
(坪
)
」
の
よ
う
に
表
し
て
場
所
を
特
定
す
る
形
式
を
と
り
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
「京
南
田
四
十
町
・
十
町
」
は
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
「
京
南
」
が
示
す
本
来
の
場
所
が
京
南
辺
条
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
表
記
で
判
別
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
後
に
条
里
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「京
南
」
の
指
す
範
囲
が
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
八
世
紀
以
前
に
お
け
る
「京
南
」
の
　れ
　
表
記
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
京
南
条
里
を
示
す
史
料
で
は
「路
東
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
(表
3
.
恥
3
・
4
)
。
そ
の
た
め
、
八
世
紀
中
頃
の
「京
南
」
は
京
南
辺
条
を
指
し
、
京
南
条
里
地
区
は
「路
東
」
で
あ
っ
た
。
「京
南
」
な
ど
の
京
域
を
中
心
と
し
た
地
域
呼
称
は
、
(1
)
(七
六
一
年
)
を
所
見
と
し
て
、
平
城
京
か
ら
遷
都
し
た
後
の
九
世
紀
以
後
に
お
い
て
こ
そ
多
用
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
『西
大
寺
田
園
目
録
』
に
「在
左
京
東
八
条
…
」
(
一
二
九
五
年
)
と
あ
り
、
八
世
紀
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
「
右
京
」
・
「左
京
」
な
ど
の
表
記
が
一
五
・
六
世
紀
頃
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
、
特
に
一
二
.
三
世
紀
に
は
多
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
平
城
京
が
遷
都
さ
れ
た
後
も
、
平
城
京
と
い
う
意
識
が
失
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
平
城
京
が
機
能
し
て
い
た
八
世
紀
に
は
、
四
至
や
「路
東
」
に
よ
り
表
さ
れ
て
い
た
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
平
城
京
が
遷
都
し
た
後
に
お
い
て
こ
そ
、
平
城
京
を
よ
り
強
く
認
識
し
、
そ
の
結
果
「京
南
」
「京
東
」
な
ど
の
地
域
呼
称
が
発
生
し
た
と
も
い
え
る
。そ
の
よ
う
な
中
で
、
京
南
辺
条
を
あ
ら
わ
す
史
料
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
(2
)
正
応
元
年
(
一
二
八
八
)
『西
大
寺
田
園
目
録
』
添
上
郡
京
南
一
里
十
坪
内
一
段
十
坪
、
辰
市
辺
ニ
ア
リ
…
(3
)
正
応
三
年
(
一
二
九
〇
)
『西
大
寺
田
園
目
録
』
添
上
郡
南
一
条
三
十
二
三
坪
内
二
段
字
コ
シ
タ
シ
リ
字
北
道
代
…
(4
)
応
永
一
三
年
(
一
四
〇
六
)
『法
花
寺
田
畠
本
券
』
一
反
在
京
南
辺
条
二
里
二
坪
之
内
、
…
こ
れ
ら
は
字
の
記
載
と
現
存
地
名
と
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
京
南
辺
条
に
比
定
さ
れ
て
き
た
史
料
で
あ
る
。
(4
)
が
「京
南
辺
条
」
の
初
見
で
あ
り
、
(2
)
・
(
3
)
で
は
京
南
・
南
一
条
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
京
南
路
東
条
里
を
示
す
史
料
に
お
い
て
、
(
3
)
と
同
じ
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
治
承
二
年
(
=
七
八
)
の
『僧
玄
愉
畠
地
売
券
』
(
『平
安
遺
文
』
三
八
六
四
号
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「在
添
上
郡
八
嶋
郷
南
壱
条
七
里
廿
四
坪
…
」
と
あ
り
、
(3
)
と
ほ
ぼ
同
じ
形
式
の
条
里
呼
称
で
あ
る
。
　む
　
こ
の
史
料
は
京
南
一
条
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
「南
一
条
」
と
い
う
表
現
が
異
な
る
二
つ
の
条
里
地
区
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
京
南
辺
条
と
京
南
条
里
の
区
別
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
時
期
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
京
南
辺
条
と
京
南
路
東
条
里
一
条
の
二
条
分
か
ら
成
る
条
里
と
し
て
は
南
北
幅
が
極
め
て
長
い
条
で
あ
っ
た
可
能
性
や
、
形
態
と
し
て
は
区
別
し
つ
つ
も
双
方
を
と
も
に
南
一
条
と
呼
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
=
二
世
紀
ま
で
の
京
南
辺
条
は
平
城
京
以
南
の
添
上
・
添
下
郡
を
指
し
た
地
域
呼
称
で
あ
っ
た
京
南
条
里
の
一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
が
一
五
世
紀
に
な
っ
て
は
じ
め
て
「京
南
辺
条
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
京
南
条
里
の
辺
に
あ
た
る
条
と
認
識
さ
れ
、
こ
の
認
識
こ
そ
が
他
と
は
異
な
る
独
立
し
た
条
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
大
和
盆
地
内
に
お
け
る
地
域
呼
称
(路
東
の
場
合
)
は
「路
東
」
↓
(平
城
京
造
営
・
長
岡
京
遷
都
)
↓
「京
南
」
と
い
う
よ
う
な
変
化
で
あ
っ
た
が
、
京
南
辺
条
で
は
「
路
東
」
↓
(平
城
京
造
営
)
↓
「京
南
」
↓
(長
岡
京
遷
都
)
↓
(
一
三
世
紀
末
～
一
五
世
紀
初
頭
の
間
に
)
「京
南
辺
」
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
大
和
国
京
南
辺
条
条
里
地
割
の
規
格
に
つ
い
て
一
六
五
一
六
六
お
わ
り
に
京
南
辺
条
が
特
殊
と
さ
れ
て
き
た
理
由
は
、
①
南
北
四
町
・
東
西
二
〇
町
の
長
方
形
の
条
里
地
区
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
②
変
則
的
な
里
・
坪
番
付
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
盆
地
全
域
の
条
里
地
割
(約
一
〇
九
m
四
方
)
に
比
べ
て
若
干
小
さ
い
区
画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
他
に
、
④
平
城
京
九
条
大
路
付
近
の
地
割
偏
角
と
同
じ
造
営
方
位
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
井
上
は
こ
の
④
に
着
目
し
て
、
「京
南
辺
条
条
里
区
の
設
定
が
京
南
京
極
の
設
定
、
す
な
わ
ち
平
城
京
設
定
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
連
の
計
画
と
し
て
実
施
さ
れ
た
」
と
す
る
。
本
稿
で
は
京
南
辺
条
の
地
割
の
規
格
を
整
理
し
直
す
こ
と
で
、
京
南
辺
条
と
い
う
条
里
地
区
は
通
常
の
条
里
地
区
の
規
格
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
や
、
一
辺
が
六
町
の
里
に
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
城
京
造
営
以
前
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
各
条
里
地
区
(京
東
・
京
南
・
京
北
条
里
)
は
、
添
上
郡
条
里
・
添
下
郡
条
里
と
い
う
よ
う
な
郡
単
位
で
施
行
さ
れ
た
条
里
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
、
こ
の
考
え
は
京
南
辺
条
が
平
城
京
造
営
に
伴
っ
て
設
定
さ
れ
た
条
里
地
区
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
京
南
辺
条
や
京
東
・
京
南
条
里
は
下
ツ
道
を
基
準
に
施
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
続
し
た
地
割
で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
京
南
辺
条
は
平
城
京
の
造
営
方
位
に
倣
っ
た
の
で
は
な
く
、
平
城
京
条
坊
が
条
里
の
造
営
方
位
を
基
準
に
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
条
里
呼
称
の
面
か
ら
見
て
も
、
添
上
郡
と
添
下
郡
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
連
の
条
里
地
割
が
存
在
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
こ
れ
は
、
郡
ご
と
に
条
里
施
行
を
行
っ
て
い
た
当
時
の
原
則
に
も
違
反
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
状
地
割
と
条
里
呼
称
の
両
面
か
ら
見
て
、
平
城
京
造
営
以
前
の
こ
の
地
域
一
帯
に
は
、
添
上
郡
条
里
と
添
下
郡
条
里
が
施
行
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
京
南
辺
条
が
特
殊
な
条
里
地
区
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
三
世
紀
末
～
一
五
世
紀
初
頭
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
京
南
条
里
と
同
じ
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
こ
の
地
域
の
条
里
の
全
て
を
明
ら
か
に
し
得
た
わ
け
で
は
な
い
。
京
南
辺
条
南
端
の
古
道
の
存
在
す
る
こ
と
や
、
こ
れ
が
京
東
条
里
内
で
は
ど
の
よ
う
な
形
態
を
成
し
た
の
か
と
い
う
よ
う
に
京
東
条
里
と
古
道
敷
痕
跡
と
の
関
係
も
、
こ
の
地
域
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
古
道
は
京
南
辺
条
条
里
と
添
上
郡
京
南
路
東
条
里
と
を
分
断
し
、
こ
の
二
つ
の
条
里
地
区
間
に
は
若
干
の
ず
れ
が
認
め
ら
れ
、
京
東
条
里
の
条
里
呼
称
が
平
城
京
造
営
に
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
路
東
条
里
で
は
あ
ら
た
に
一
条
か
ら
条
が
始
ま
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
以
上
の
点
は
、
京
南
辺
条
南
端
の
古
道
敷
痕
跡
の
南
北
で
条
里
地
割
と
し
て
の
連
続
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
条
里
と
条
坊
に
つ
い
て
、
南
北
地
割
線
が
整
合
す
る
点
か
ら
論
じ
た
の
み
で
あ
り
、
東
西
地
割
線
と
の
関
係
は
明
ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
こ
と
や
奈
良
盆
地
北
西
部
(平
城
京
右
京
・
京
北
条
里
・
京
南
路
西
条
里
)
に
ま
で
考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
多
く
の
問
題
点
を
残
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
付
記
本
稿
は
、
佛
教
大
学
が
二
〇
〇
三
年
=
月
に
実
施
し
た
、
第
二
一二
回
地
理
・
歴
史
巡
検
(於
大
和
郡
山
市
)
の
現
地
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
様
々
な
点
に
お
い
て
先
学
に
倣
う
点
が
多
く
、
新
た
な
知
見
や
発
展
的
な
議
論
を
提
示
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
ど
う
か
心
も
と
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
未
熟
な
点
も
数
多
く
あ
る
か
と
存
じ
、
多
く
の
叱
責
を
請
い
、
稿
を
終
え
る
。
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
大
和
郡
山
市
柳
沢
文
庫
・
大
和
郡
山
市
立
図
書
館
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
大
和
国
京
南
辺
条
条
里
地
割
の
規
格
に
つ
い
て
一
六
七
一
六
八
註(
1
)
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
、
北
浦
定
政
(
一
八
一
七
～
一
八
七
一
)
は
現
地
調
査
に
よ
っ
て
『平
城
京
大
内
裏
跡
坪
割
図
』
『
大
和
国
班
田
略
図
』
を
作
製
し
、
後
に
『
大
和
国
坪
割
細
見
図
』
を
記
す
O
111t2
。
(
2
)
関
野
貞
『平
城
京
及
大
内
裏
考
』
、
東
京
帝
国
大
学
紀
要
工
科
第
三
冊
、
一
九
〇
七
年
。
喜
田
貞
吉
「平
城
京
の
四
至
を
論
ず
」
、
歴
史
地
理
八
巻
二
～
五
・
七
～
九
号
、
一
九
〇
六
年
。
同
「
『平
城
京
及
大
内
裏
考
』
評
論
」
、
歴
史
地
理
一
二
巻
二
～
六
号
・
一
三
巻
二
～
五
、
一
九
〇
八
～
一
九
〇
九
年
。
(
3
)
藤
田
元
春
「
地
割
考
」
『
尺
度
綜
考
』
、
刀
江
書
院
、
一
九
二
九
年
。
米
倉
二
郎
『東
亜
の
集
落
』
、
古
今
書
院
、
一
九
六
〇
年
(同
「
農
村
計
画
と
し
て
の
条
里
制
」
地
理
論
叢
一
、
一
九
三
二
年
。
同
「律
令
時
代
初
期
の
村
落
」
地
理
論
叢
二
、
一
九
三
三
年
。
な
ど
を
収
録
)
。
田
村
吉
永
「大
和
平
野
に
お
け
る
条
里
制
実
施
の
年
代
」
大
和
志
九
巻
八
号
、
一
九
四
二
年
。
竹
内
理
三
「
条
里
制
の
起
源
」
日
本
歴
史
二
三
号
、
一
九
五
〇
年
。
な
ど
。
(4
)
秋
山
日
出
男
「
大
和
国
条
里
推
定
復
原
図
」
(『
図
説
日
本
文
化
史
体
系
』
三
、
小
学
館
)
、
一
九
五
六
年
。
(5
)
①
米
倉
次
郎
『集
落
の
歴
史
地
理
』
、
帝
国
書
院
、
一
九
四
九
年
。
②
同
『東
亜
の
集
落
』
、
古
今
書
院
、
一
九
六
〇
年
。
③
秋
山
日
出
男
「
平
城
京
の
特
殊
条
里
」
(
『近
畿
古
文
化
論
考
』
、
吉
川
弘
文
館
)
、
一
九
六
二
年
。
④
同
「
条
里
制
地
割
の
施
行
起
源
」
(『
日
本
古
文
化
論
攷
』
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
)
、
一
九
七
〇
年
。
⑤
千
田
稔
「
下
ツ
道
北
部
に
お
け
る
路
東
条
里
と
路
西
条
里
の
一
町
の
齟
齬
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
」
、
環
境
文
化
四
〇
号
、
一
九
七
九
年
。
な
ど
。
特
に
、
大
和
国
条
里
の
研
究
史
・
問
題
に
つ
い
て
は
岩
本
次
郎
に
よ
り
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
(⑥
奈
良
県
教
育
委
員
会
編
、
『奈
良
県
史
』
条
里
編
、
一
九
八
七
年
)。
(6
)
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
『大
和
国
条
里
復
原
図
』、
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
。
(7
)
井
上
和
人
「条
里
制
と
開
発
の
歴
史
-
条
里
地
割
の
施
行
年
代
を
め
ぐ
っ
て
ー
」、
月
刊
文
化
財
三
九
八
号
、
一
九
九
六
年
、
三
一
～
三
九
頁
。
(8
)
前
掲
(7
)。
井
上
和
人
「条
里
制
地
割
施
行
年
代
考
」
『古
代
都
城
制
条
里
制
の
実
証
的
研
究
』、
学
生
社
、
二
〇
〇
四
年
、
四
〇
三
～
五
三
二
頁
(筆
者
は
未
読
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『条
里
制
研
究
の
一
視
点
-
奈
良
盆
地
に
お
け
る
条
里
地
割
施
工
年
代
に
つ
い
て
の
再
検
討
1
』
、
静
邨
社
、
一
九
九
四
年
を
再
録
し
た
も
の
と
あ
る
)。
(9
)
①
岩
本
次
郎
「平
城
京
京
南
特
殊
条
里
の
一
考
察
」
日
本
歴
史
三
八
七
号
、
一
九
八
〇
年
。
②
同
「平
城
京
と
京
東
条
里
」
(直
木
孝
次
郎
先
生
古
稀
記
念
会
編
『古
代
史
論
集
』
上
、
塙
書
房
)、
一
九
八
八
年
。
③
前
掲
(8
)、
井
上
(
二
〇
〇
四
)。
(10
)
前
掲
(5
)
④
、
四
六
七
頁
。
(1
)
岩
本
が
道
路
敷
痕
跡
と
呼
ん
で
い
る
地
割
は
、
『小
字
限
図
』
(『奈
良
県
史
』
73
頁
所
収
図
)
や
『大
和
郡
山
市
地
番
図
』
(大
和
郡
山
市
柳
沢
文
庫
所
蔵
)
な
ど
に
帯
状
地
割
が
東
西
に
連
続
し
、
そ
こ
に
は
「道
代
」
「大
道
ノ
上
」
「高
縄
手
」
な
ど
の
古
道
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
小
字
が
散
見
す
る
(前
掲
(9
)
o
>°
(12
)
阿
部
義
平
「藤
原
京
・
平
城
京
の
構
造
」
(広
瀬
和
雄
・
小
路
田
泰
直
遍
『古
代
王
権
の
空
間
支
配
』
青
木
書
店
)
'
1
1
0
0
三
年
、
八
七
～
九
〇
頁
。
(
13
)
前
掲
(8
)
、
四
五
四
・
五
〇
八
～
五
〇
九
頁
。
な
お
、
こ
の
書
は
井
上
が
一
九
八
四
～
二
〇
〇
四
年
に
記
し
た
奈
良
盆
地
の
条
里
と
条
坊
に
関
す
る
論
文
を
修
め
た
書
で
あ
る
。
(
14
)
井
上
和
人
「
平
城
京
羅
城
門
再
考
一
平
城
京
の
羅
城
門
・
羅
城
と
京
南
辺
条
条
里
」
、
『
古
代
都
城
制
条
里
制
の
実
証
的
研
究
』
、
学
生
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
一
～
二
八
五
頁
(条
里
制
古
代
都
市
研
究
一
四
号
、
一
九
九
八
年
掲
載
の
も
の
を
再
録
)
。
(
15
)
本
図
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
平
城
京
条
坊
総
合
地
図
』
(
同
研
究
所
発
行
、
二
〇
〇
三
年
)
を
も
と
に
作
製
し
た
。
な
お
、
『平
城
京
条
坊
総
合
地
図
』
は
一
九
六
二
年
撮
影
の
空
中
写
真
を
地
図
化
(千
分
之
一
)
し
た
も
の
を
べ
ー
ス
マ
ッ
プ
と
し
て
い
る
。
(
16
)
①
木
全
敬
蔵
「
条
里
地
割
の
計
測
と
解
析
」
(木
村
芳
一
編
『
奈
良
県
史
』
四
巻
条
里
編
、
一
九
八
六
年
)
、
九
九
～
一
一
=
頁
。
②
山
中
章
『
日
本
古
代
都
城
の
研
究
』
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
、
五
八
～
七
二
頁
。
南
北
地
割
線
は
北
か
ら
西
に
測
っ
た
偏
角
、
東
西
地
割
線
は
北
か
ら
東
に
測
っ
た
偏
角
を
示
す
。
(17
)
前
掲
(
14
)
、
二
五
六
・
二
七
〇
頁
。
(18
)
こ
こ
に
示
し
た
地
割
の
偏
角
は
作
図
す
る
精
度
の
都
合
に
よ
り
、
図
中
で
は
南
北
地
割
線
は
○
度
一
八
分
、
東
西
地
割
線
は
八
九
度
一
八
分
な
ど
と
し
た
。
(19
)
柳
沢
文
庫
所
蔵
『
1
/
1
、
0
0
0
大
和
郡
山
市
地
番
図
(
二
)
』
、
大
和
郡
山
市
。
(20
)
前
掲
(
15
)
。
(21
)
本
稿
に
お
い
て
求
め
た
、
京
南
辺
条
に
お
け
る
地
割
辺
長
は
、
南
北
地
割
線
が
東
西
二
〇
坪
の
各
坪
界
線
(二
一
ヶ
所
)、
東
西
地
割
線
が
南
北
四
坪
の
各
坪
界
線
(五
箇
所
)
の
平
均
値
で
あ
る
。
た
だ
し
、
地
割
が
不
明
瞭
な
地
点
に
関
し
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
(2
)
東
堀
川
は
一
九
七
五
年
の
平
城
京
左
京
八
条
三
坊
一
〇
坪
の
調
査
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
幅
約
一
〇
m
の
溝
遺
構
で
あ
る
(奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『平
城
京
左
京
八
条
三
坊
発
掘
調
査
概
報
東
市
周
辺
東
北
地
域
の
調
査
』、
奈
良
県
、
一
九
七
六
年
。)
。
(23
)
前
掲
(5
)
③
、
(8
)、
(9
)
①
。
(24
)
前
掲
(14
)、
二
六
四
～
二
六
八
頁
。
(25
)
井
上
は
、
五
徳
池
は
長
安
の
苑
池
の
ー
つ
で
あ
っ
た
曲
江
池
を
模
し
て
掘
削
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
の
西
側
に
離
宮
な
ど
の
施
設
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
(26
)
大
和
国
内
で
、
条
里
地
割
か
ら
幅
員
が
除
外
さ
れ
て
い
る
古
道
は
下
ツ
道
や
横
大
路
、
京
南
辺
条
南
端
の
古
道
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
ツ
道
の
大
部
分
は
条
里
地
割
(坪
)
の
中
に
そ
の
幅
員
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
(前
掲
(16
)
①
)。
あ
る
地
域
に
古
代
官
道
が
存
在
し
た
場
合
、
そ
の
幅
員
は
隣
接
す
る
条
里
地
割
か
ら
完
全
に
除
外
さ
れ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
そ
の
違
い
が
何
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
全
国
で
見
ら
れ
、
大
和
国
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
ま
た
、
前
者
は
条
里
地
割
全
体
に
影
響
す
る
た
め
、
広
域
に
、
後
者
は
隣
接
す
る
坪
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
た
め
、
ど
ち
ら
の
形
状
に
し
ろ
、
古
代
官
道
は
条
里
地
割
を
規
制
し
て
敷
設
さ
れ
て
い
た
。
大
和
国
京
南
辺
条
条
里
地
割
の
規
格
に
つ
い
て
一
六
九
一
七
〇
(
27
)
こ
の
数
値
は
、
条
里
地
割
の
規
格
よ
り
も
約
二
m
長
い
が
、
京
東
条
里
の
条
里
地
割
は
京
南
条
里
の
も
の
よ
り
も
若
干
辺
長
が
長
い
と
い
う
報
告
や
、
地
形
的
な
要
素
も
あ
り
、
奈
良
盆
地
全
体
の
条
里
地
割
が
厳
密
に
統
一
さ
れ
た
規
格
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(前
掲
(8
)
、
四
八
七
頁
)
。
(
28
)
前
掲
(8
)
、
五
〇
八
～
五
〇
九
頁
。
(29
)
東
西
里
界
線
"
偏
角
1
八
九
度
一
八
分
/
一
町
1
約
一
〇
九
・
五
m
、
南
北
地
割
線
"
偏
角
1
0
度
一
八
分
/
一
町
1
一
〇
九
・
二
m
。
偏
角
は
京
南
辺
条
の
造
営
方
位
、
辺
長
は
盆
地
全
域
の
条
里
地
割
の
平
均
値
を
参
考
に
作
成
し
た
(前
掲
(
16
)
①
、
一
〇
二
～
一
〇
六
頁
)
。
(30
)
大
安
寺
の
寺
域
は
左
京
六
条
四
坊
に
位
置
し
、
東
西
三
町
、
南
北
四
町
分
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(31
)
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
り
、
朱
雀
大
路
は
そ
の
両
側
に
約
八
八
、
四
四
m
(二
五
〇
大
尺
)
の
間
隔
で
築
地
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
側
の
朱
雀
大
路
両
側
溝
心
々
間
距
離
は
約
七
四
・
二
四
m
(
二
一
〇
大
尺
)
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(前
掲
(
14
)
、
二
四
六
～
二
五
二
頁
)
。
現
状
の
朱
雀
大
路
地
割
の
幅
員
は
約
九
〇
m
で
あ
る
た
め
、
東
西
築
地
問
の
距
離
が
地
割
と
し
て
遺
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
32
)
前
掲
(
16
)
②
、
五
八
頁
。
(
3
)
金
田
章
裕
は
条
里
地
割
と
条
里
呼
称
法
か
ら
な
る
土
地
表
示
シ
ス
テ
ム
を
「
条
里
プ
ラ
ン
」
と
呼
ぶ
。
径
溝
や
畦
畔
が
存
在
し
な
い
場
合
で
も
手
続
き
・
記
録
上
に
お
い
て
、
地
割
を
伴
っ
た
条
里
呼
称
法
と
同
様
の
扱
い
で
、
条
里
プ
ラ
ン
が
展
開
し
て
い
た
と
す
る
(金
田
章
裕
『
古
代
日
本
の
景
観
方
格
プ
ラ
ン
の
生
態
と
認
識
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
)
。
(
34
)
『
大
日
本
古
文
書
』
六
巻
、
五
九
七
頁
。
宝
亀
八
年
(七
七
七
)
民
部
省
牒
川
原
寺
三
網
所
(
『
大
日
本
古
文
書
』
六
巻
、
五
九
八
頁
。
)
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
(
35
)
金
田
章
裕
「
条
里
プ
ラ
ン
と
小
字
地
名
」
、
人
文
地
理
三
四
巻
三
号
、
一
九
八
二
年
、
一
～
三
頁
。
(
36
)
天
平
一
〇
年
(七
三
八
)
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
(
『寧
良
遺
文
』
中
巻
、
三
六
三
頁
)
、
天
平
宝
字
五
年
(七
六
一
)
大
和
国
十
市
郡
池
上
郷
屋
地
売
買
券
(
『
大
日
本
古
文
書
』
四
巻
、
五
二
〇
頁
)
、
天
平
宝
字
五
年
(七
六
一
)
十
市
郡
司
解
申
立
売
買
地
券
事
(『
寧
良
遺
文
』
中
巻
、
六
四
四
頁
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
後
二
者
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
(
37
)
黒
板
勝
美
編
『類
従
三
代
格
』
後
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
、
四
四
五
頁
。
(38
)
前
掲
(8
)
、
五
〇
〇
頁
。
(39
)
大
同
元
年
(
八
〇
六
)
『大
和
国
添
下
郡
司
解
』
、
元
慶
三
年
(
八
七
九
)
『大
和
国
矢
田
郷
長
解
』
、
弘
安
三
年
(
一
二
八
〇
)
～
永
仁
六
年
(
一
二
九
八
)
『西
大
寺
田
園
目
録
』
、
応
永
=
二
年
(
一
四
〇
六
)
『法
花
寺
田
畠
本
券
』
な
ど
。
こ
れ
ら
の
史
料
と
と
も
に
、
大
和
国
の
条
里
に
関
す
る
史
料
は
、
前
掲
(5
)
、
⑥
『
奈
良
県
史
』
条
里
編
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
(40
)
『類
従
三
代
格
』
神
護
景
雲
元
年
(七
六
七
)
条
、
宝
亀
八
年
(七
七
七
)
『民
部
省
牒
川
原
寺
三
網
所
』
。
こ
れ
以
後
「
路
東
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
建
長
四
年
(
一
二
五
二
)
『
僧
専
玄
田
地
売
券
』
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
(41
)
京
南
辺
条
は
七
里
ま
で
存
在
し
て
お
ら
ず
、
京
南
一
条
七
里
に
は
小
字
「
ヤ
セ
ノ
垣
内
」
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
史
料
は
京
南
条
里
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
大
和
国
京
南
辺
条
条
里
地
割
の
規
格
に
つ
い
て
一
七
一

